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９月の
子ども食堂

東海豪雨から２６年ぶりの大雨・大雨・大雨
被害にあわれたかたがたへ

こころよりお見舞い申し上げます。

帰宅困難者になって、勤務先で夜を明かした方。
びしょぬれで帰宅された方などなど。 大変でした。
この地方では人的被害がなくてよかったです。

テレビに避難勧告レベル５の中に、名古屋市北区が入っていて、遠
方の友人らから心配の声が届き、近況報告をしあう、おまけもありまし
た。

９月９日、めいほくわいわい食堂は緊急
でお休みました。
１１年目にして初めてのお休み。学校も
全休になり、子どもは誰も来ませんでし
た。

夏休みお楽しみ企画・弁当配
布
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さよならお元気で！
そしてありがとう
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子ども食堂と聞いて、子どもがご飯を
食べるに来るというイメージのみを
持っていましたが、今回の体験してみ
て、子どもだけでなく様々な年齢の方
が来ており、体育館は憩いの場所や
子どもの笑顔があふれる場として機
能している事を学ぶことができました。
（大盛 壮馬）

あじまわいわい食堂の夏休み企画に参加して。
本日は貴重な体験をさせていただき、ありがとうございました。
私はこれまで、こども食堂はご飯を食べることができない子どもたちを支援する場だと思っていました。
しかし、実際に参加してみると、射的やわなげ、ガチャガチャなどがあり、子どもたちが楽しく遊びなが
ら、地域の方々や子どもたち同士で交流する場にもなっていることが分かりました。今回は弁当配布
ということで子どもたちが食事を囲む姿はあまり見られませんでしたが、部屋の外のエントランスで子
どもがゲットしたお菓子や弁当を食べながら楽しそうに話している姿を見て、私たちもすごく楽しい気
持ちになりました。
今回の参与観察を通して、こども食堂を運営する方々が、子どもたちの笑顔を見ることを大切にして
行動していることが分かりました。子どもたちへの接し方についても、なるべく子どもたちに近い視点で
話しかけたり、柔らかい言葉を使ったりすることが大切であると学びました。また、自分たちが準備した
わなげや射的、ガチャガチャで子どもたちが楽しそうに遊んでくれたことがとても嬉しかったです。普
段できないような経験をすることができ、子どもたちの楽しそうな姿を見ることができた今回の活動は、
非常に新鮮で貴重な経験となりました。子ども理解という面でも、こども食堂は非常に適した場である
と感じました。
 今回参加して、こども食堂が子どもたちにとって安心できる場所であるとともに、地域の方々や子ども
たち同士が交流できる素晴らしい場であることを知ることができました。また機会があれば、ぜひお伺
いしたいと思います。本日は本当にありがとうございました。
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